
　重点目標一覧表（中間報告調書）
【令和4年度重点目標】

① 過疎地域持続的発展計画策定 ① ①

過疎地域持続的発展計画の策定 (1) 7月、県と事前協議 (1)

9月、議会提出　

(2) 6月～7月パブリックコメント開催 (2)

② 人生100年時代づくり・地域創生ソフト事業の実施 ② ②

(1) 6月～3月　イベント開催 (1) 郷土料理のレシピの募集をし進めている。

武石秋まつり「おねり行列披露」事業 (2)(3) (2)(3)

地域住民と協働し上田市指定文化財を継承する取組 11月市民団体と協働し「おねり行列」を開催 11月3日の「おねり行列」開催にむけ準備を進めている。

③ 住民自治組織との連携と「小さな拠点」づくり事業の推進 ③ ③

ふるさと財団からの提案の活用 (1) 4月～3月　事業に応じた国の財政支援の選定 (1) ふるさと財団からの提案をヒントに時宜にあった事業を検討中。

住民自治組織との連携とまちづくり計画に基づく事業支援 (2) (2)

④ 武石スマートシティ実証プロジェクト事業関連 ④ ④

(1) 4月～3月  プロジェクト会議も開催　随時 (1) 企画提案プレゼンテーションを実施し業者を選定した。（8月30日） 

4月～3月  実証実験の実施　随時 実証実験に向けて事業を進めている。

⑤ 第二次武石地域全域公園化構想関連事業の推進 ⑤ ⑤

武石地域全域を公園とする構想による地域づくりを進める (1) 4月～3月　地域自治センターだより武石 (1)

ホームページ掲載　　2回以上

花木苗等支給事業 (2) 通年　3自治会等以上へ花木苗等の配布 (2)

樹木破砕機、草刈機の貸出事業 (3) 通年　自治会等に対し延10回以上の貸出 (3) 貸出事業は、樹木破砕機が12回、乗用草刈機が5回の実績となった。

余里一里花桃の里運営支援事業 (4) 4～5月　地域活動団体等との協働と支援 (4)

① 武石地域総合センター整備 ① ①

旧武石老人センター解体事業 (1)4月～3月  解体工事完了 (1) ９月に入札を実施し、年度内竣工日程のもと順調に進められている。

駐車場、広場整備事業の検討 (2) 4月～3月　実施設計完了 (2) ８月に委託契約を締結し、年内完了日程のもと順調に進められている。

施設の利用促進への取組 (武石公民館と協賛) (3) 4月～3月　センター貸室等の有効利用の促進 (3)

② 自主防災組織の育成と防災訓練の実施 ② ②

自主防災組織リーダー研修会の実施 (1) 5月～3月　全18自治会対象50人程度参加 (1)

防災訓練の実施 (2) 8月～3月　開催参加者90人程度 (2)

③ 武石診療所の維持・充実 ③ ③

国保依田窪病院との統合・再編 (1) 国保依田窪病院との検討会議（随時） (1)

統合再編基本協定案の作成

電子カルテの統合・更新（12月）

診療所のPR等情報発信 (2) (2)

診療所事業の充実 (3) 休日の予防接種の実施　年3回 (3)

・ 関係機関と連携し、地域住民の健康推進事業の充実

・ 夜間・休日を利用した医療サービスの提供

診療体制の充実 (4) 患者からのクレーム　0件 (4) 患者からのクレーム　0件

・ 円滑な診療所運営

ふるさと寄附金を活用した財源の確保 (5) 診療所基金への積立　20,000千円 (5) 8月末時点　474件　9,255千円の寄附

令和5年度の診療体制の検討 (6) (6) 関係機関・近隣病院への相談、協議

④ 地域財産の適正な管理と整備 ④ ④

市有財産の適正な管理と整備 (1) 4月～3月　所管する財産の状況把握及び整備 (1)

滞納整理として、債権放棄の準備を進めた。

① 観光施設等の管理、運営あり方の検討等 ① ①

(1) 検討会等  年5回以上 (1)

指定管理者との意見交換　年2回以上

(2) (2) 空中テント２張、チャレンジライン１基設置

② 道の駅美ヶ原高原駐車場整備の推進 ② ②

排水路工事等 (1) 年度内完了を目指す。 (1) 令和3年度繰越事業は、11月末に完了予定。

令和4年度実施事業は、財源調整のため未着手。

③ 巣栗渓谷整備事業の推進 ③ ③

遊歩道、橋の改修等 (1) 年度内完了を目指す。 (1) 令和3年度繰越事業は、10月末に完成見込

令和4年度実施事業は、施工箇所調整のため未着手。

④ ④ ④

実施個所である地元との調整及び協議、説明会 (1) 地元会議　年３回以上 (1)

⑤ 人・農地プランの実行に向けた取組み ⑤ ⑤

プラン実行に向けた地域懇談会の開催 (1) 関係者との懇談年２回以上実施 (1)

人・農地プランの見直し (2) 実行から見直しなどを年度末までに検討 (2) 地域懇談会及び意見交換会については、今後開催を予定。

⑥ 地域おこし協力隊の活動支援 ⑥ ⑥

(1) (1)

⑦ 災害復旧事業及び防災事業の推進 ⑦ ⑦

施設災害復旧事業の推進 (1) 既発注災害復旧工事年度内完了を目指す。 (1)

急傾斜地、砂防事業の推進 (2) (2)

(1)

多彩な地域資源を生かした観光の振興、活力ある農業の推進及び道路交通環境の整備

まちづくり活動拠点及び地域財産の整備と地域に根ざした医療の充実

参加と協働による地域づくりの推進

３

重点目標

１

具体的な重点取組項目（箇条書き）

２

具体的な重点取組項目（箇条書き）

重点目標

重点目標

(1)

(2)

(3)

(2)

(1)

(2)

(1)

(2)

担当部局名 武石地域自治センター

進捗状況・進捗度

進捗状況・進捗度

進捗状況・進捗度期限・数値目標等

期限・数値目標等

期限・数値目標等

過疎地域持続的発展計画策定に伴うパブリックコメントの
開催

4月～3月 運営委員会への参加と地域担当職員
の支援　随時

ICTを活用したスマート農業の実証実験の実施に向けた取
組み

武石の魅力再発見～「食」と「歴史」で街を元気にプロ
ジェクト

実施結果を踏まえ、年度内に活用方法を取りま
とめ

観光資源、既存施設の利活用推進・拡大向けた活動に関わ
る支援

(1)

(1)

(1)

地域活性化イベントの開催支援、 既存施設の利
活用

巣栗渓谷緑の広場においてトライアル・サウンディングを
実施

岳の湯温泉雲渓荘、武石番所ヶ原スキー場、武石温泉うつ
くしの湯、巣栗渓谷緑の広場

(2)

(1)

(1)

(1)

(2)

(4)

(1)

(2)

(1)

(3)

(2)

(3)

チラシ作成（20,000枚）と配布を行い、仮設トイレを4/20～5/8まで設
置した。（ノルディックウォーキングは、武石観光協会で実施）

防災・砂防など県事業の進捗を図るため地元と
県との調整を行う。

自治センターだより 年6回 ホームページ、エ
リアトーク、メール、Twitterの配信　随時

(3)

(4)

(5)

(6) 令和5年度の医師の配置と宅直制度廃止に向けた
取組

具体的な重点取組項目（箇条書き）

(2)

(1)

(1)

(1)

県営中山間総合整備事業（美の郷地区）の推進（H29から継続
事業）

(1)

(2)

過疎地域持続的発展計画を9月議会で議決され、10月に県へ提出予定。

7/1～7/31までパブリックコメントを開催し、地域住民の意見を聴収
し、計画に反映させた。

地域担当職員が、部会、役員会、各種事業に参画するなど随時支援を
行った。

地域自治センターだより武石7月16日号で、第二次武石地域全域公園化
構想に係る各種機械の貸出し事業の周知を図った。

新型コロナウイルスによる地域活動縮小傾向の影響もあり苗木の支給を
希望する自治会、団体等はなかった。

長野県施工の砂防関連事業についても予定通りに進捗している。(砂)内
の山沢、(急)上小寺尾、(砂)番所ヶ原、(維)番所ヶ原2工区

新型コロナウイルス感染症の状況により、貸室業務は有効利用は進んで
いない。ホワイエの利用増進のため、遊具等の設置をした。

新型コロナウイルス感染症対策を取り、６月２４日に開催した。正副自
治会長、民生児童委員、女性消防隊等４２人が参加した。

コロナ禍により住民を参集しての開催は中止となったが、職員対象の新
型コロナウイルス対策の訓練に参加し、知識の習得を図った。

過疎債活用の検討が生じたことから、国保依田窪病院との統合・再編に
向けた会議は実施していない。
電子カルテの統合・更新に向けた本契約を議決を経て締結した。

自治センターだより「武石診療所通信」掲載（5,7,9月）
ホームページ更新、Twitterによる情報提供（随時）

実績を踏まえ、休日の予防接種は実施せず、診療時間内の予防接種に変
更

美ヶ原台上に残存する建物解体に向け、跡地利用についてサウンディン
グ調査を計画した。

5月31日、8月29日に庁内検討会を実施し、地域協議会からの意見書に対
する回答書の検討を行った。

今年度工事を実施している築地原堰工区において地元推進委員会と5月
から7月にかけ4回の会議を行い、予定通りに進捗している。

市の農政担当者会議において今年度の取組について協議、あわせて国の
Web説明会に2回参加、情報共有及び今後の進め方について確認。

地域団体との協働による地域振興に関する取組、既存施設の利活用に向
けた業務の支援を行った。

東日本台風災害及び令和3年8月豪雨災害に伴う復旧工事は、年度内完了
に向け予定通りに進捗しており、工事未了個所は農業施設2カ所となっ
た。（農地農業施設災4箇所、土木施設災5個所完了）


